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平成 20年度特別調査 再入院 (再転棟)に係る調査について

1.調査の目的

○  医療効率化の一つの指標 として在院 日数が用いられるが、在院日数の短

縮が図られているなかで、提供されている医療サービスが低下していない
かどうかを再入院 (再転棟)の頻度やその理由を指標 として検証する。

2.調査方法

(1)調査方法

○ データ抽出条件

7月 から 12月 までの退院患者に係る調査実施期間中に収集されたデ
ータの うち 7月 から 10月 の退院患者データから下記条件でデータを抽

出した。

再入院調査データ

①4月 1日 以降入院、退院 日が 7月 1日 から 10月 31日 までの患者を

対象とした。

②データ識別 IDの重複があり、前日入院から6週間以内に再入院が
あつた患者を再入院ありと判定した。

③一般病棟入院ありの患者を集計対象とした。
①前回入院の「医療資源を最も投入した傷病名」と今回入院の「入院

の契機となった傷病名」から決定される診断群分類の上 6桁が一致
した場合は同一疾患、不一致の場合は異なる疾患として、両者の再
入院率を集計した。

Fl転棟調査データ

①4月 1日 以降入院、退院日又は転棟日が 7月 1日 から 10月 31日 ま
での患者を対象とした。

②l入院内で一般病棟からその他の病棟へ転棟 し、さらに一般病棟ヘ

再転棟した患者を対象とした。

③前回一般病棟入院の「医療資源を最も投入した傷病名」と今回一般
病棟入院の「入院の契機となつた傷病名」から決定される診断群分
類の上 6桁が一致した場合は同一疾患、不一致の場合は異なる疾患
として、両者の再転棟率を集計した。

○ 再入院 (再転棟)あ りと判定された患者について「再入院 (再転棟)

調査票」により再入院 (再転棟)の状況を調査 した。

○ 再入院調査は平成 20年度分について調査を実施し、昨年実施した 6

年間のデータと共に、平成 14年度から20年度の 6年間の変化を把握す

ることを目的とした。 (全医療機関で今年度調査対象 となった再入院症

例は約 315,000症例 )

○ 再転棟調査は 7月 から 10月 の退院患者の様式 1を用いて、一般病棟
からその他の病棟へ転棟 し、再び一般病棟へ転棟 した患者を抽出し、再
転棟患者の存在する病院へ調査票を配布 し、再転棟の理由を調査 した。
(全対象医療機関で調査対象となった再転棟数は約 2,300件 )

(2)調査対象病院

○ 再入院調査対象病院は DPC対象病院 718病院 とDPC準備病院 841
病院の計 1,559病院。        、

○ 再転棟調査対象病院は再転棟患者の存在する DPC対象病院 247病院
とDPC準備病院 343病院の計 590病院。



(3)調査票

○ 症例毎に基本情報を記載 した調査票lFJり 紙 1・ 再入院調査のみ)と デー
タ入力用のエクセルシー ト傷J紙 2)を 送付 して、調査の負荷軽減を図る
とともに提出データ形式の統一を図った。

3.調査の実施状況

平成 20年  12月 22日  調査票の発送
平成 21年  1月 31日  データ提出期限
平成 21年  2月 ～3月  エラーチェック・データ集計等

(参考)下図のとおり、再入院率の変化は、主として 6週間以内の再入院にお

ぃて起こっていることから、本調査においては、6週間以内の再入院に限
つて理 由を調査。

再入院の状況
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4.調 査結果要約

再入院に係る調査

(1)平成 20年度調査対象医療機関数及び分析データ数年次推移 (図表 1)

平成 20年度の調査対象病院は 1,559医療機関であり、全医療機関
か ら回答が得 られた。その中で施設類型別の集計対象とした医療機

関は、調査対象 となっている全ての年度で 7月 ～10月 退院患者の 4

ヶ月間のデータが揃っている医療機関のみとし、1,533病 院を今年度
の施設類型別分析対象とした。

分析対象退院症例数 2,864,827症例のうち再入院調査の対象症例

数は 314,954症例 (再入院率 1l o%)で あった。そのうち回答症例

数は 314,883症例 (回答率 99.98%)で あつた。

(2)施設類型別集言1‐

①年度別 。再入院率 (図表 2‐①)

DPCに よる支払いを受けているかどうかに関わらず、経年比較が
行える施設類型において再入院率は年々増J」 ll傾 向にある。施設類型
全体では再入院率が 11.o%と 前年度の 10.6%と 比較して約 0.4%増
となった。

②前回入院と今回入院の病名同異別・退院症例に対する再入院事由比
率・割合 (図表 2‐②)

前年度と比較すると、全ての施設類型において前回入院と同一病名
の計画的再入院の比率が増加 し、これが全体の再入院率の増加原因
となっている。

③計画的再入院における理由の内訳 (退院症例に対する再入院症碗数
比率)(図表 2‐③ )

前年度と比較し、全ての施設類型において「言1画的手術・処置のた
め」の理由に増力Π傾向が見られた。「化学療法・放射線療法のため」
は平成 20年度 DPC対象病院以外の全ての施設類型で増加が見られ
た。

④予期された再入院における理由の内訳 (退院症例に対する再入院症
例数比率)(図表 2‐④)

平成 16年度 DPC対象病院では 「予期された疾病の悪化、再発の
ため」の理由が減少したことにより全体の比率が減少 した。その他
の全ての施設類型では、「予期された疾病の悪化、再発のため」と「予
期された合併症発症のため」の理由が増加 したことにより、前年度
から全体の比率が増加した。



⑤予期せぬ再入院における理由の内訳 (退院症例に対する再入院症例
数比率)(図表 2‐⑤ )

前年度と比較し、平成 20年度 DPC対象病院は「他疾患発症のた
め」の増加により、予期せぬ再入院比率が若干増加 した。それ以外
の平成 15～ 18年度 DPC対象病院では全体的に予期せぬ再入院比率
が減少 した。平成 18,19年度 DPC準備病院の比率にはほとんど変化
が見られなかった。

⑥計画的再入院における理由のうち「化学療法 。放射線療法のため」
に該当した症例のMDC別・退院症例に対する再入院比率・割合 (図

表 2‐⑥)

計画的再入院が増加 した平成 15～ 18年度 DPC対象病院、平成
18,19年 度 DPC準備病院の「

fヒ学療法・放射線療法のため」に該当
した再入院を MDC別 に前年度と比較して見ると、これらのいずれ
の施設類型においても「MDC06(消 化器系疾患、肝臓・胆道 。膵臓
疾患)」 が増加していた。平成 16年度 DPC対象病院では「MDC12
(女性生殖器系疾患及び産褥期疾患・異常妊娠分娩)」 に増加が見ら

れた。他のMDcでは前年度から大きな変化は見られなかった。

⑦計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」
に該当した疾患名別 (上位 15疾患)。 退院症例に対する再入院比
率・割合 (図表 2‐⑦)

計画的再入院の上位 15疾患を見ると、どの施設類型でも前年度か
ら増加している主な疾患は、「大腸の悪性ll■瘍 (060035)」 、「直腸肛
門の悪性腫瘍 (o60040)」 、「胃の悪性1重瘍 (o60020)」 であった。

③計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法あり」を
除いた前回入院と今回入院の病名同異別・退院症例に対する再入院
事由比率 (図表 2‐③)

平成 16年度 DPC対象病院以外は増加傾向を示してお り、主に計
画的再入院比率が増えている。減少傾向のある平成 16年度 DPC対
象病院では前回の入院と異なる病名の予期せぬ再入院が減少 してい
る。

③前回再入院からの期間別・退院症例に対する再入院比率・割合 (図

表 2‐⑨)

図表 2‐⑨‐1で前年度と比較して見ると、平成 15～ 18年度DPC対
象病院の 3日 以内の再入院比率は減少している。4日 ～7日 以内の再
入院比率|ま わずかに増加している。再入院割合 (図表 2‐⑨-2)を 通
年で見ると 0日 ～7日 以内の短期の再入院割合は他の期間と比べて
年々減少傾向にあるのがわかる。再入院比率の増加は 15日 ～28日
以内の再入院で最も大きく、次いで8日 ～14日 以内の再入院で大き
い 。
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⑩計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」
の期間別・退院症例に対する再入院比率・割合 (図表 2‐⑩)

3日 以内の再入院比率は、平成 15～ 18年度 DPC対象病院におい
て大きく減少 していた。また、4日 ～7日 以内の再入院比率はやや増
カロ傾向であった。
全体的な傾向としては0日 ～14日 以内の再入院割合は減少してお

り、15月 以上のfII入院に増力pltrt向が見られた。

①計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計
画的手術・処置のため」の期間別・退院症例に対する再入院比率・
割合 (図表 2‐⑪)

3日 以内の再入院比率は、平成 15～ 18年度 DPC対象病院におい
て、減少又は横ばいだった。また、その他の期間の再入院比率は、
増加又は横ばいであった。

⑫計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計
画的手術・処置のため」に該当した症例の IIDC男 J・ 退院症例に対
する再入院比率・割合 (図表 2‐⑫)   ′
全ての施設類型において、「MDC06(消 化器系疾忠、肝臓・胆道 。

膵臓疾患)」 の再入院比率が増加 していた。割合で見ると、どの施設
類型も前年度からの MDC別割合の変化は、ほとんど見られなかっ
た。

⑬計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計
画的手術・処置のため」に該当した疾患名別 (上位 15疾患)・ 退院
症例に対する再入院比率・割合 (図表 2‐⑬)

上位 15疾患別で見ると、前年度と比較 して増カロ傾向のある施設
類型では、主に「狭心症、1曼性虚血L性心疾患」、「自内障、水品体の
疾患」等に増加が見られるが、疾患別割合で年度ごとに見ると、特
に大きな変化は見られなかった。

⑭同一病名で「化学療法・放射線療法あり」の再入院回数別在院日数
(図表 2‐⑭)

全ての施設類型において 1回 目に比べ 2回 日入院の在院日数は短
くなり、2回 目以降の在院日数 |ま ほとんど差がないという傾向が見ら
れた。また、全ての施設類型において、1回 日入院の在院日数が減少
傾向であった。

⑮l患者あたりの再入院回数 (退院症例数/実患者数)(図表 2‐⑮)
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再整棟に係る調査

(3)平成 20年度調査対象lI~療機関数及び分析データ数 (図表 3)

調査の対象となった 1,559医 療機関のうち、再転棟症例の存在する
590医療機関に調査票を配布 し、全医療機関から回答が得られた。
分析対象退院症例数 2,864,827症 例のうち分析対象再転棟数は

2,372(lt‐ 転棟率 0.08%)であった。そのうち回答数は 2,361(回 答
率 995%)で あった。

(4)施設類型別集計
①年度別・再転棟率 (図表 4‐①)

前年度の再転棟率 (参考値)と ιヒ較し、どの施設類型も減少傾向が
見 られた。DPC準備病院の再転棟率が高く、特に平成 20年度 DPC
準備病院が高い数値を示 した。

②前回一般病棟 と今回一般病棟の病名同異別・退院症例に対する再転
棟事由比率・割合 (図表 4‐② )

件数が一定数以上あり、ばらつきの少ない平成 20年度 DPC対象
病院、平成 18,19年 度 DPC準備病院、平成 20年度準備病院の割合
で見ると病名が同一の再転棟のほ うがやや多く、また、予期せぬ再
転棟の害J合が大きいことがわかった。

③計画的再転棟における理由の内訳 (退院症例に対す る再転棟数比
率)(図表 4‐③)

計画的再転棟で比率の大きい理由は「計画的手術・処置のため」で
あった。

④予期された再転棟における理由の内訳 (退院症例に対する再転棟数
比率)(図表 4‐④)

予期された再転棟で比率の大きい理由は「予期された疾患の悪化、~再
発のため」であった。  ~

⑤予期せぬ再転棟における理由の内訳 (退院症例に対する再転棟数比
率)(図表 4‐⑤)

予期せぬ再転棟で最も比率の大きい理由は「他疾患発症のため」で
あった。

⑥MDC別・退院症例に対する再転棟比率・割合 (図表 4‐⑥)

どの施設類型でも似通つた傾向が見られ、割合の大きい MDCは
「MDC01(神経系疾患)」 、「MDC04(呼吸器系疾患)」 、「MDC16(外
傷・熱傷 。中毒)」 等であつた。

o前回一般病棟から今回一般病棟への転棟期間別・退院症例に対する
再転棟比率 (図表 4‐⑦ )

全ての施設類型で、15日 以上の長期の再転棟の割合が大きかった。
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(5)医療機関別集計 (図 表 5 年度労り。再入院率 )

再入院率は医療機関によりかな りのばらつきが見られた。平成 20年
度において、全ての医療機 FIIの 中で最 も再入院率が高かつた医療機関が

43.4%で あった。一方、最も低かった医療機関は 0%で あった。

(6)医療機関別集計 (図表 6 再転棟率 )

再転棟率が 1.0%以上の病院は、76病院のみであつた。その中で最も

再転棟率が高かった医療機関では 11.7%で あった。

(7)結論

平成 20年度においても、再入院率が増加する傾向は続いていた。
主な再入院率増力日の原因は計画的再入院の増加にあり、その中でも特

|こ 「化学療法・放射線療法のため」の理由による再入院の増加が大半を

占めていた。

また、3日 以内の再入院比率は減少 し、4日 ～7日 以内再入院比率は

わずかに増加 している。平成 20年度からDPCの 診療報酬において、
同一疾患で 3日 以内に再入院 した場合は一連の入院 として扱われること

となった。 3鶴 以内及び 4日 ～7日 以内の再入院については、今後も注

視 していくことが必要である。

今回、全医療機関 (1,559病 院)に対して新たに再転棟調査として再
入院 と同様に理由を調査したが、再転棟があったのは 590病院であり、
その うち再転棟率が 1.0%以上の病院は 76病院のみ と少数であつたc



(参考 )
「平成 21年度特別調査 澤入院に係る調査」調査票 再入院理 Fllの 具体 lJll

項 目 具体例

＊
　
計
画
的
再
入
院

① 検査人院後手術の

ため
小児の先天性′い室中隔欠損症で前回カテーテル検査の
ため入院、今回はパッチ閉91手術のため入院。

② 計画的手術・処置
のため

前回、骨折で入院 して観血的整復術をうけた。今回、抜
金∫手術のため入院。

③ 化学療法・放射線
療法のため

前回、急性骨髄性 白lL病に対する化学療法のため入院、
今回も化学療法を受けるため入院。

④ 定期検査のため 前回、急性心筋梗塞で大動脈バイパス手術を受けた。今
回、術後のカテーテル検査のため入院。

⑤  前 日入 院 時 、検

査・ 手術を中 ILし て

帰宅 したため

小児で斜視手術のため入院 したが、削 日夕に咽頭部の発
赤と発熱があったので手術を中止 して退院、軽快 したの

で 2週間後に手術のため入院。
⑤ 手術のための体調

回復 をまつために一

時帰宅 したため

前回、極度の貧血のため入院、子宮筋腫の診断のもと貧
血に対する治療を行い退院、今回、貧血が改善 したので

手術 (単純子宮全摘術)目 的で入院。
⑦ その他

＊
　
予
期
さ
れ
た
再
入
院

① 予期された疾患の

悪化、再発のため
前回、胃癌再発で入院 し治療をうけて退院、自宅療養中
であつたが腹水貯留が著しく、嘔吐を繰り返すようにな
り入院。

② 予期された合併症

発症のため
食道癌治療のため入院、患者の希望で胃疲は遭設されな
かつたが、退院時誤嘩性肺炎がおこることもあるとの説
明を受けていた。退院一週間後誤唯性肺炎が発症したの
で入院。

③ 患者の QOL向上
のため一時帰宅した

ため

前回、肺小細胞癌で入院したが、ター ナヾルであるが小
康をえていたので、忠者のQOLの向上を図るため退院、
全国、落痛や呼吸困難が強くなり入院。

① 前日入院において

患者の都合により退

院 したため

大腸ポ リープの内視鏡手術のため入院 したが●患春親威
に不幸があり、下血等の症状がなかったので退院。所用
も片付いたので、再度入院 してポ リープ切除をうけた。

⑤ その他

＊
　
予
期
せ
ぬ
再
入
院

① 予期せぬ疾患の悪

化、再発のため
前回、虚血性心疾患で入院、治療をうけてliJRl夫 退院、退
院時風邪をひかないようにとの注意を受けていたが、心
不全になるとの説明は うけていなかった。退院 lヶ 月後
風邪をひき、心不全になったので入院。

② 予期せぬ合併症発
症のため

前回、食道癌治療のため入院、患者の

されなかったが、今後誤喋性肺炎がおこりうるとの説明
はなかった。退院 1週間後誤囃性肺炎のため入院。

③ 他疾患発症のため 前回、自内障のため1長内レンズ挿入lfを うけて退院、そ
の o日 後急性`心筋梗塞を発症して入院。

④ その他

◇ 医療機関名 :

◇ 患者データ′識別番号 :

◇ 診療科コー

診断群分類  (前
回退院     

年月日 (西暦):

師醍躙
囀:

最医資病名 輛回退院呂
:

入院日 : 日
:

退院日 : 塁
‐0:

入院目的 :      
院時転帰 :

◇ 診療科コーード (今回退院時):
診断群分類 (今 回退院時)

最医資病名 吟興翻
:

入院日 : Icl:
退院日 : 鰹

‐0:
亮時転帰 :

入院目的 :

◇ 再入院の理由 :

「計画的再入院」か、「予期された再入院」か、「予期せぬ再入院」かをます判tFrし 、
その具体的理由の欄に「○」を記入してください。
「あり得る」合併症の発症や疾患の再発があつて再入院した場合でも、それが患者に
対して十分な説明がなされておらず、予期されていなかった場合には「予期せぬ再入
院」としてください。

項目を選択するに当たつては、参考資料の例を参照してください。
*計画的再入院

① 検査入院後手術のため

② 計画的手術・処置のため
③ 化学療法・放射線療法のため
④ 定期検査のため

⑤ 前回入院時、検査 。手術を中止して帰宅したため
⑥ 手術のための体調回復をまつために一時帰宅したため
⑦ その他 (

*予期された再入院

① 予期された疾病の悪化、再発のため
② 予期された合併症発症のため

③ 患者のQOL向上のため一時帰宅したため

④ 前回入院において患者の都合により退院したため
⑤ その他 (

*予期せぬ再入院

① 予期せぬ疾患の悪化、再発のため

② 予期せぬ合併症発症のため

③ 他疾患発症のため

④ その他



項 目 具体例

＊
　
計
画
的
再
転
棟

① 検査で DPC算定

病棟べ入院後手術の

ため

狭心症で前回カテーテル検査のためD'C算定病棟へ入
院、今回は冠動脈形成術のためDPC算定病棟へ転棟。

② 計画的手術・

のため
処置 前回、骨折で DPC算定病棟へ入院して観血的整復術を

うけた。今回、抜釘手術のためDPC算定病棟へ転棟。
③ 化学療法・放射線
療法のため

前回、急性骨髄性白血病に対する化学療法のため DPC
算定病棟へ入院、今回も化学療法を受けるため DPC算
定病棟へ転棟。

④ 定期検査のため 前回、急性心筋梗塞で大動lFKバイパス手術を受 :す た。今

回、術後のカテーテル検査のためDPC算定病棟へ転棟。
⑤ 前回 DPC算 定病

棟 での入院時、検
査・手術を中止して
一時転棟 したため

白内障手術のためDPC算定病棟へ入院したが、話日夕
に咽頭部の発赤と発熱があったので手術を中lLし て転
棟、軽快したので 2週間後に手術のため DPC算定病棟
へ転棟。

⑤ 手術のための体調

回復をまつために一

時転棟したため

前回、極度の貧血のためDPC算定病棟へ入院、子宮体
癌の診断のもと貧血に対する治療を行い転棟、今回、貧
血が改善したので手術 (子富悪性腫瘍手術)目 的でDPC
算定病棟へ転棟。

⑦ その他

＊
　
予
期
さ
れ
た
再
転
棟

① 予期された疾患の

悪化、再発のため

前回、胃癌再発で DPC算定病棟へ入院し治療をうけて
転棟、療養中であったが腹水貯留が著しく、1障 吐を繰 り
返すようになりDPC算定病棟へ転棟。

② 予期された合併症

発症のため
食道癌治療のためDPC算定病ltA‐

へ入院、患者の希望そ
胃疫は造設されなかつたが、転棟時に誤囃性肺炎がおこ
ることもあるとの説明を受けていた。転棟一週間後誤嘩
竺樺炎が発症したのでDPC算定病棟へ転棟。

③ 患者の QOL向上
のため一時転棟した
ため

前回、肺小細胞癌でDPC算定病棟へ入院したが、′―
ミナルであるが小康をえていたので、患者のQOLの向
上を図るため転棟、今回、疼痛や呼吸困難が強くなり
DPC算 定病棟へ転棟。

④ 前回 DPC算定病

棟での入院時におい

て患者の都合により

転棟 したため

前回 DPC算定病棟での入院時に、患者が手術を希望し
なかった為手術を実施せず転棟 となったが病状の変化
により手術を実施することとなり、再度 DPC算定病棟
へ転棟 し手術を実施した。

⑤ その他

再転棟理由の具体例

※DPC算定病棟とは、以下の入院基本料等を届出ている病棟をいう。

・一般病棟入院基本料
・特定機能病院入院基本料 (一般 )

。専門病院入院基本料      ,
・救命救急入院料
・特定集中治療室管理料
・ハイケア■ニット入院医療管理料
・脳卒中ケアユニット入院医療管理料
。新生児特定集中治療室管理料
・総合周産期特定集中治療室管理料
・広範囲熱傷特定集中治療室管理料
。一類感染症患者入院医療管理料
。小児入院医療管理料

＊
　
予
期
せ
ぬ
再
転
棟

① 予期せぬ疾患の悪
化、再発のため

前回、虚血性心疾患で DPC算定病棟へ入院、治療をう
けて軽快転棟、転棟時風邪をひかないようにとの注意を
受けていたが、心不全になるとの説明はうけていなかっ

た。転棟 lヶ 月後風邪をひき、心不全になったので DPC
算定病棟へ転棟。

② 予期せぬ合併症発
症のため

前回、食道癌治療のためDPC算定病棟へ入院、恵者あ
希望で胃疫は造設されなかったが、今後誤哄性肺炎がお
こりうるとの説明はなかった。転棟 1週 PHl後 誤嘆性肺炎
のためDPC算定病棟へ転棟。

③ 他疾患発症のため 前回、白内障のため眼内レンズ挿入術をうけて転棟、そ
の 5日 後急性心筋梗塞を発症してDPC算定病棟へ転棟。

④ その他



脚
爆
Ｆ
澤
熾
博

左側は賞院から提出された 7-10月 退院患者データを元に入力

済みになって、ヽますので、入力の必要はありません。

X万が一情報が間違ってヽヽる場合は、「7月から12月までの

脚 急滸 ι〔係わる調査」の該当月デ‐夕の再提出が必要に

なります。

責色の 3'“哄りしのいずれかの選択肢から該

当するものを選択して下さい。

※その他を選択した際は右院のセルに理由を

入力してくださ、ヽ。

フアイル名・シート名の変更、71Jの 追加陣表のレイアウト変更は禁上です

提出用 EN(く ELフ ァィル調査票

○

品 F■■1=l

■||■| :ヽ:=■|■1

左側は貸口兄から提出された 7-10月透口島も者データを元に入力

済みになって、ヽますの■ 人力の必要はありません。

※方が一情報が間違っている場合は、「7月から12月 までの

退院患者に係わる期堕」の該当月データの再提出が必要に

なります。

園
圏
Ｆ
膠
熾
躍

フアイル名・シート名の変更、タリの追加や表のレイアウト変更は禁上です




